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作・演出： 岡田利規

あうるすぽっと
Owlspot Theater

God Bless Baseball

　この作品はいわゆる〈日韓問題〉、つまりいわゆる
歴史的なそれということですが、は扱ってません。
そして私はこの作品はそのことを、つまりいわゆる
〈日韓問題〉を扱わないということを、消極的でない
仕方でやれていると思っています。それはこの作品
をじゅうぶんな時間をかけ、着実なプロセスを踏ん
でつくることができたからこそです。そうした環境

作・演出：岡田利規（おかだ・としき）
演劇作家、小説家、チェルフィッチュ
主宰。1973年横浜生まれ。熊本在
住。1997年チェルフィッチュを結成。
2005年『三 月の5日間』で第 49回
岸田國士戯曲賞を受賞。2007年デ
ビュー小説集『わたしたちに許され
た特別な時間の終わり』を発表し、
翌年第2回大江健三郎賞受賞。2012
年より、岸田國士戯曲賞の審査員を

務める。著書に演劇論集『遡行　変形していくための演劇論』など
がある。2016年よりドイツ有数の公立劇場ミュンヘン・カンマーシュ
ピーレのレパートリー作品の演出を3シーズンにわたって務めるこ
とが決定している。

STAFF
舞台美術：高嶺 格（たかみね・ただす）
美術家。1968年鹿児島生まれ。京都
市立芸術大学を卒業後、ダムタイプ
の活動に参加。現在はインスタレー
ションや映像、写真、パフォーマンス
など、多彩なアプローチのもと、民
族や性、自己と他者などさまざまな
問題と関わり、新たな関係性や未来
を切り開いていくプロセスを作品化
している。近年の主な作品に、カタロ

グ販売化した住宅事情への問題提起「Good House, Nice Body ～い
い家・よい体」（2010）、フクシマ原発事故後の状況を扱った「高嶺格
のクールジャパン」（2012）など。舞台作品の制作・演出、コラボレー
ションも多数。秋田公立美術大学准教授。
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の実現の助けとなってくださった各組織および個人
のかたがたがいてくださかったからこそです。その
おかげで、この作品の構想を持ったときよりもずっ
と豊かな地点に辿り着くことができました。

 岡田利規

©Asian Arts Theatre (Moon So Young)



GBBのDTGの役割は─？
金山寿甲（ドラマトゥルク）

旅する作品づくり
イ・ホンイ（翻訳・ドラマトゥルク）

CAST

　“ドラマトゥルク（字数を稼いでいると思われると
いけませんので以下略：DTG）”、僕はこの大役を仰
せつかりました。さて、このDTGとはなんぞやと調べ
ますと、『DTG（独 Dramaturg）は、演劇カンパニーに
おいて戯曲のリサーチや作品制作に関わる役職。』と
あります（Wikipedia調べ）。更に検索を掛けますと、
“DTG養成講座”なるものも存在しました。つまり、有
料講座を受講してでもなりたいと思う人が商売にな
る程度に存在するという事です。もし僕がこの 講座
の講師として呼ばれる事があったら受講者にこう話
します。「DTGなんて絶対やりたくないと吹聴しましょ
う」と。レアケースで恐縮ですが、僕はそうしてDTG
になりましたもので。
　お前は何者だとお思いの方に少々自己紹介を致し
ますと、僕は東葛スポーツという演劇カンパニーを
主宰しており、作・演出を担当しております。岡田利
規さんほどの方ですから職業DTGに依頼する事など
容易い事でありましょうが、敢えて僕にこのお話を下
さいました。僕が岡田作品のDTGに起用される。この
事を本作が野球のお話なので野球に例えますと、草
野球の監督（僕）がプロ野球チーム（岡田監督）のヘッ
ドコーチに起用されるといった所でしょうか。田原総
一郎が“朝まで生テレビ”などで共産党議員に対し、
「共産党はワサビや山椒と一緒なんだから」と説き伏
せる事が度々あります。これは共産党批判ではなく
エールなのです。言われた共産党議員本人達が浮か
べるまんざらでもない表情からもそれは分かります。
現共産党は現状の立ち位置からの“薬味役”に徹して
いるのです（一部のマジな方々は除いて）。
　さて、僕は本作『God Bless Baseball（字数を稼い
でいると思われるといけませんので以下略：GBB）』
に草野球イズムのまま挑みました。荒唐無稽なネタ
を性懲りもなく送り込み続けました。絶対採用されな

　去年の夏に韓国俳優オーディションとリサーチ作
業をスタートし、『God Bless Baseball』（以下『GBB』）
の本格的なクリエーションが始まったのは今年の１
～ 2月でした。本作品は岡田利規さんにとって初めて
の日韓共同プロジェクトで、私たちはソウルに集ま
り、ドキドキしながら作品の方向を決めていきました。
ドゥサン・アートセンターでその成果を発表する機会
を得たとき、韓国の一部の観客からは厳しい意見も
ありました。それは「日米韓の関係を描くにあたって、
アメリカの影響下にある韓国と日本を同一線上に置
くつもりなのか。日韓関係をそのように単純化して良
いか」という問題提起でした。結果的には、この問題
提起により、「野球」を通して日本・韓国・アメリカを
語るというこの作品のテーマがどれほど重いか、私
たちが出来ることはどこまでなのか、が明確になった
気がします。
　その後、今年の夏、今度は日本で稽古をしました。
都市から遠く離れた城崎、そして東京とあまり変らな
い横浜で、今度は韓国の俳優たちが「今の日本」に接
することができました。そして、たった2回の上演で
したが、韓国・光州（グァンジュ）での初演を無事に終
え、今は東京での上演を準備しています。このように
環境を変えながら、稽古と上演を繰り返し、さまざま
な人に出会い、会話を交わすことは、きっとこの作品
を成長させる最も大切な要因になっているのではな
いかと思います。
　『GBB』は、明らかに「アメリカ」をテーマにしている
作品です。もちろん、それは「私たちが見たアメリカ」
です。岡田利規さんは、本作品に大きなインスピレー
ションを与えた作品として、高嶺格さんの美術作品
『God Bless America』に言及したことがあります。そ
の作品は粘土で巨大なオブジェを作るプロセスを撮
影し編集したものです。その残像の影響があったか

いであろうと分かっていながらも送り込んでいた節
もありました。それを岡田さんはいつもニコニコ見て
下さいました。今振り返るとむしろそれこそが僕の目
的だった様に思います（そんな事の為にチケット料金
の幾許かが僕に回っているとお怒りの方もおられる
かもしれませんが）。それもこれも、“ゆるぎない岡田
作品”がそこにあるからこそ僕は安心してアマチュア
リズムを発揮出来たのだと思います。それは、“ゆる
ぎない現状”に安心してアンチテーゼを放ち続ける共
産党と同じ構図なのかも知れません。蕎麦が美味い
からこそ薬味が映えるのです（現政権はちっとも美味
くはないですが）。
　もし今、開演前のあうるすぽっとの座席にて本文
をご覧になっておられましたらどうぞ舞台上をご覧
下さい。眼前に浮かぶアレこそがGBBの象徴です。ご
覧頂ければお分かりになりますが、アレがアレなので
す（そして最後あんな事になります）。そして僕にとっ
てのアレは、いつしか岡田さんの象徴となっていまし
た。岡田さん、僕はGBBの薬味に足り得ていたでしょ
うか？

らでしょうか、私は『GBB』が、まるで彫刻をするよう
なプロセスで完成した作品だと感じております。岡田
利規さんが表現したい世界があって、そのスケッチ
はリハーサルを重ねるたびに、より鮮明にみんなの頭
の中で共有されていきました。私たちは目の前に浮か
んでいる像を再現するという目標に向かって、要らな
い部分を彫って削っていきました。誰か一人でも力を
入れすぎたら、ダメになってしまう作業でした。
　本作品で、韓国で上演された岡田利規さんの舞台
は5作目となりました。しかし韓国の観客を笑わせた
り、またすぐ泣かせたりした作品は、おそらくこれが
初めてではないかと思います。日本のお客さんはど
のようなリアクションをしてくださるのか、とても楽
しみにしております。韓国、日本、アメリカ……。客席
からの多様なフィードバックが集まったとき、やっと
完成する作品だと思うからです。どうか、この作品の
旅に楽しい気持ちで参加していただけたらと思って
おります。

キャスト/スタッフ

作・演出：岡田利規
翻訳：イ・ホンイ
出演：イ・ユンジェ、捩子ぴじん、ウィ・ソンヒ、野津あおい
舞台美術：高嶺 格
衣裳：藤谷香子（FAIFAI）
ドラマトゥルク：金山寿甲（東葛スポーツ） 、イ・ホンイ

舞台監督：鈴木康郎、山下 翼
舞台監督助手：湯山千景
照明：木藤 歩
照明オペレーター：シバタユキエ
音響：堤田祐史（WHITELlGHT）
音響オペレーター：安藤政英
映像：須藤崇規
英語翻訳：アヤ・オガワ
日本語字幕協力（英語部分）：長島 確
声：ジェローム・ヤング
字幕オペレーター：大島智衣　
宣伝美術：野口路加

記録写真：宇壽山貴久子
記録映像監督：須藤崇規
記録映像撮影：西野正将、遠藤幹大、三上 亮、玄 宇民

制作： 中村 茜、黄木多美子、ケティング菜々、兵藤茉衣、河村美帆香（プリコグ）
 岡崎由実子、十万亜紀子（フェスティバル/トーキョー）
インターン：興野汐里（プリコグ）
 久木野実玖、佐藤 凌、鈴木里咲、都丸杏樹、吉田明理、
 林 嘉琦（フェスティバル/トーキョー）
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かなやま・すがつ
サンプリングやラップなどヒップホップ
的手法を用いた作風が特徴の演劇ユ
ニット東葛スポーツの主宰。

イ･ホンイ
創作集団DIRECTURG42所属。韓国で上
演した主な翻訳作品に『살짝 넘어갔

다가 얻어맞았다（少しはみ出て殴られ
た）』、『데리러 와 줘!（来来来来来）』、
『히키코모리 밖으로 나왔어（ヒッ
キー・ソトニデテミターノ）』、『배수의 

고도（背水の孤島）』など。ドラマトゥ
ルクとしては、創作オペラ『달이 물로 

걸어오듯（月が水面に忍び来るがごと
く）』（第2回Edaily文化大賞クラシック
部門最優秀作）、『カルメギ』（第50回東
亜演劇賞作品賞）などに参加している。

イ・ユンジェ
1972年生まれ。ソウル芸術大
学卒業後に自身の劇団「踊る小
人」を立ち上げ、身体劇中心の
公演を行なう。2008年に演出
家 多田淳之介の『ロミオとジュ
リエット』をはじめ、同演出家の
『かもめ』、鈴木忠志の『エレク
トラ』などに参加。演出家ソン・
ギウン『小説家クボ氏の1日』に 
出演後、劇団 第12言語演劇ス
タジオに所属。

捩子ぴじん（ねじ・ぴじん）
1980年生まれ、秋田県出身。舞
踏で培われた特異な身体性を
元に、ソロダンスや振付作品を
発表。2011年、横浜ダンスコレ
クションEX審査員賞、フェス
ティバル /トーキョー公募プロ
グラムF/Tアワード受賞。2016
年、アジアンアーツシアターに
て土方巽プロジェクトのキュ
レーターを務める。

ウィ・ソンヒ
1984年生まれ、テジン大学で哲
学を専攻。副専攻で演劇を学
び演劇的な言語を探求する劇
団で活動。2011年『乾燥された
独白』で創作活動をはじめ、劇
場や芸術祭など4会場で上演。
2013年には身体のイメージをコ
ラージュした『体の場合』を光
州のアジア文化マルにて上演。
役者のみならずダンサーや振付
家としても活動している。 

野津あおい（のづ・あおい）
1985年生まれ、東京都出身。
2008年『家族の肖像』で劇団サ
ンプルに初出演し、2011年に正
式参加。フェスティバル /トー
キョーとの関わりとしては、F/
T09春で上演された『火の顔』
（作：マリウス・フォン・マイエ
ンブルグ／演出：松井周）など
への出演がある。
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